
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和７年７月３０日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するもの

を○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり

法人の名称 

一般社団法人湯沢町観光まちづくり機構 

マネジメント・

マーケティング

対象とする区域 

新潟県南魚沼郡湯沢町 

所在地 新潟県南魚沼郡湯沢町湯沢２丁目１番地４ 

設立時期 平成２３年８月 一般社団法人湯沢町観光協会（任意団体より移行／法人化） 

令和 ３年４月 一般社団法人湯沢町観光まちづくり機構に名称変更 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 10人【常勤 10人（正職員 10人・出向等 0人）、非常勤 0 人】 

代表者（トップ

人材：法人の取

組について対外

的に最終的に責

任を負う者） 

（氏名） 

岡 淳朗 

（出身組織名） 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構代表理事。湯

沢町観光推進新組織（ＤＭＯ）設立準備委員長と

して、令和３年４月の移行作業に尽力。観光地域

づくりの中核として事業を推進している。 

データ分析に基

づいたマーケテ

ィングに関する

責任者（ＣＭ

Ｏ：チーフ・マ

ーケティング・

オフィサー 

（氏名） 

貝瀬 健太「専従」 

（出身組織名） 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構事務局次長

（総務部門担当）。マネジメント業務や総務労務管

理業務、経理業務などの業務を主に担当してい

る。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシ

ャル・オフィサ

ー） 

（氏名） 

貝瀬 健太「専従」 

（出身組織名） 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構事務局次長

（総務部門担当）。マネジメント業務や総務労務管

理業務、経理業務などの業務を主に担当してい

る。 

事業戦略部門 

 

（氏名） 

大口 尚親「専従」 

（出身組織名） 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構 

（一社）湯沢町観光まちづくり機構事務局次長

（事業戦略部門担当）。地域資源の磨き上げや受入

整備事業、プロモーション事業など、事業部門を

主に担当している。 

連携する地方公

共団体の担当部

署名及び役割 

 

湯沢町 

企画産業観光部： 

（観光係）観光統計、観光振興計画の管理、条例制定など 

（企画係）移住政策、総合計画・総合戦略などの策定・管理 

総務部：自然災害、感染症等による多様なリスクへの対応など 
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税務町民部（税務課）：観光財源の徴収（導入した場合）など 

地域整備部：再開発、ハード整備、景観整備など 

健康福祉部：バリアフリー設備の整備など 

子育て教育部：湯沢学園児童・生徒との連携、文化振興など 

 

連携する事業者

名及び役割 

町内の各エリア支部及び地区観光協会： 

各地区の宿泊事業者や飲食店等との連絡役、地域資源磨き上げ・発掘、食品衛

生や防災等の事務作業等 

（苗場かぐら支部） 

苗場観光協会、田代・二居観光協会、かぐら・みつまた観光協会 

（湯沢つちたる支部） 

土樽観光協会、中里観光協会、飯士高原・原観光協会、大源太観光協会、 

湯沢パーク観光協会、岩原観光協会 

（湯沢神立支部） 

神立観光協会、旅館部会、民宿部会、料飲店部会 

湯沢町スキー場振興協議会： 

スキー場同士の情報共有、スノーリゾート形成に向けた検討 

（町内１１スキー場） 

苗場スキー場、かぐらスキー場、神立スノーリゾート、中里スノーウッドスキ

ー場、湯沢中里スノーリゾート、湯沢パークスキー場、岩原スキー場、NASPA

スキーガーデン、一本杉スキー場、湯沢高原スキー場、ガーラ湯沢スキー場 

湯沢町商工会： 

起業支援、事業者へのスキルアップ支援等 

（一財）湯沢町総合管理公社： 

町有施設の管理・運営 

令和５年度から湯沢まちづくり管理グループとして町営共同浴場の管理運営

（指定管理）を共同で担っている 

（一社）雪国観光圏： 

広域一体の戦略・ブランド化、テーマ別事業推進、BtoB 事業、広域マーケティ

ング等 

東日本旅客鉄道㈱新潟支社越後湯沢駅、東日本高速道路㈱新潟支社湯沢管理事務

所、南越後観光バス㈱、ゆざわ魚沼タクシー㈱、㈱アサヒタクシー： 

二次交通の整備 

第四北越銀行（湯沢支店）、新潟縣信用組合（湯沢支店）、ゆきぐに信用組合（石

打支店）： 

組織経営の相談、町内観光事業者への支援、融資など 

南魚沼市及び南魚沼市観光協会、南魚沼市内スキー場： 

「国際競争力の高いスノーリゾート形成促進事業（観光庁）」をはじめ、ＪＲ越

後湯沢駅を基点とするスノーリゾートとして一体的なブランディングを進めてい

る。また、共通リフト券などの具体的な事業での連携が既に行われている。 

（南魚沼市内スキー場） 

石打丸山スキー場、舞子スノーリゾート、上越国際スキー場、シャトー塩沢スキ

ー場、ムイカスノーリゾート、六日町八海山スキー場、八海山山麓スキー場 

 

官民･産業間･地

域間との持続可

能な連携を図る

ための合意形成

の仕組み 

【該当する登録要件】①② 

① 役員に宿泊施設、索道事業者、交通事業者、農林水産業業・湯沢産品取扱事業

者、商工関係者、料飲事業者、行政担当部局など多様な立場の方が参画。令和

７年度は月例で理事会を開催し、情報共有と意見（提言）交換を行う 

② 各地区・エリアの課題や取り組みを共有・相談することを目的に、各地区観光

協会及び部会の代表者を構成員とする「地区長部会長会議」を設置 
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③ 事業の性質別にプロジェクトチームが軸となって事業を推進 

情報発信 PJT…情報発信、ｳｪﾌﾞ整備、ﾏｯﾌﾟ・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ制作、ｲﾝﾅｰﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、 

町内事業者情報共有など 

プロモーション PJT…プロモーション、地産地消、湯沢産商品開発、全天候 

型プログラム、通年型観光強化、イベント連携など 

受入環境整備 PJT…冬季観光強化、受入環境整備、自然環境保全、ガイド・ 

インストラクター等登録制度、SDGs など 

 

地域住民に対す

る観光地域づく

りに関する意識

啓発・参画促進

の取組 

 

① ＤＭＯの取り組みを町の広報誌「広報ゆざわ」に定期的に掲載 

② リーフレットを発行し観光の実態等を地域住民と共有 

③ 各支部における地区の魅力づくり等に住民にも参画していただく 

（例：まちあるきマップの作成にあたっての参画促進、ガイドとしての参画促

進、地元産品を活用した商品開発にあたっての参画促進など） 

④ 行政と連携し地域に対する満足度や観光振興に対する意識等を把握 

⑤ 既存の宿泊、索道、料飲店以外の様々な業種との連携強化 

 

法人のこれまで

の活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

● SNS情報発信 

X（旧 twitter）、Facebook、Instagram等を活用 

● 観光マップ他パンフレット制作事業 

町の総合パンフレット及び観光マップを制作。観光マッ

プは日本語に加えて、英語、中国語の多言語対応 

● 国内プロモーション 

新潟県観光協会主催の観光商談会等への参加や、各種メ

ディア等への出稿など 

● インバウンドプロモーション 

新潟県等と連携したなかで海外現地プロモーションの実施 

受入環境の

整備 

● 二次交通整備事業 

路線バスの夜間増便運行による、夜時間帯の交通手段の

拡充。越後湯沢駅東口ロータリーにおける路線バス・ス

キー場シャトルバス等利用者の案内・誘導。デジタルサ

イネージ（改札前と駅東口扉前の 2か所に設置）等を活

用したバス運行情報や乗場案内などの情報発信 

● ゆざわマルシェ 

グリーンシーズンは各種イベントとコラボしたなかでの

開催。ホワイトシーズンはナイトマルシェとして夕食難

民対策やナイトタイムエコノミー推進を目的に、週末繁

忙日を中心に月例開催 

観光資源の

磨き上げ 

● イレブン事業（共通リフト券造成事業） 

湯沢町及び南魚沼市内のスキー場連携事業として、共通

リフト券を造成。新潟県や湯沢町スキー場振興協議会と

連携してのインバウンド向けのプロモーションの実施。 

● エリア毎の魅力創出事業 

町内各所で行われるイベント等での連携 

● 湯沢冬花火 

冬季間、週末を中心に町内スキー場での花火の打ち上げ 
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【定量的な評価】 

令和６年度観光客数 3,605,000人（対前年比 104.3％） 

〔観光客数の推移〕 

令和２年度 1,780,900人 

令和３年度 2,670,300人 

令和４年度 3,408,500人 

令和５年度 3,455,800人 

令和６年度 3,605,000人 
 

実施体制 

※地域の関係者

との連携体制及

び地域における

合意形成の仕組

みが分かる図表

等を必ず記入す

ること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

令和４年度末をもって地区観光協会の一つであった（一社）越後湯沢温泉観光

協会からの事業譲渡を完了。事業の内容・性質により、当機構と（一社）雪国観

光圏で事業を継承した。また、エリアごとにあったエリア協議会を支部に移行。

業種別の集まりとしての部会設置も進めている。当機構の理事（メンバー）には

宿泊施設、索道事業者、交通事業者、農林水産業業・湯沢産品取扱事業者、商工

関係者、料飲事業者、行政担当部局など多様な立場の方が参画。事業の性質別に

プロジェクトチームも設置している。 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 
 

【区域設定の考え方】 

湯沢町を大きく３つに分けると苗場・かぐらスキー場などを有する苗場かぐらエリア、越後湯沢駅周辺

の温泉街を含む湯沢神立エリア、グリーンシーズンの来訪者も多い湯沢つちたるエリアで構成されてい

る。エリアごとの個性は異なるものの、これまでも行政域としての湯沢町内を対象とした取り組みを行っ

てきており、湯沢町内の各地区、各エリアで連携する上記の区域設定とするのが適切と考える。 

また、南魚沼市内のスキー場とは石打丸山スキー場（南魚沼市）がガーラ湯沢スキー場、湯沢高原スキ

ー場が三山共通のリフト券を発行しており、「BIG MOUNTAIN 湯沢スノーリンク」としてネットワークを形

成しているほか、上越国際スキー場、六日町八海山スキー場、舞子スノーリゾート、ムイカスノーリゾー

トなど町内スキー場とグループのスキー場も多く、スノーリゾートとしては柔軟に連携していく。 

 

【観光客の実態等】 

湯沢町は東京駅からは上越新幹線で約７０分の距離にあるほか、関越自動車道の湯沢ＩＣや近隣には月

夜野ＩＣもあり、首都圏からのアクセスの良さが特徴である。スキーや温泉、レジャーなどを目的に最盛

期には年間 10,456千人の観光客が訪れた（平成 4年度）。 

新型コロナ禍では観光客数が 1,781千人（令和 2年度）まで減少したが、令和 6年度は 3,605千人と新

型コロナ禍直前の 3,631千人（令和元年度）に迫るところまで回復している。 

なお、季節別に見た場合は、冬季（12月～3月）の比重が大きく、全観光客数の約 6割を占めている。 
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季節別観光客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内には大型ホテルから旅館、民宿、ペンションまで 200を超える多様なタイプの宿泊施設が立地して

いる。そのため、新潟県や周辺の十日町や南魚沼といった広域エリアも含めた宿泊拠点としての役割も果

たしている。新型コロナ禍前まではインバウンドも順調に数字を伸ばしており、特に台湾、中国、香港な

どの中華圏からの来訪を中心に実績を積んできた。ポストコロナに向けては、スキー場のみならず温泉を

有する湯沢町として、雪や温泉への憧れや地方への訪問意向が高いアジア圏からの訪日客の復活に期待

し、そのための取組を進める。 

また、町内には１１のスキー場があり、子供向けの雪遊びエリアやなだらかなワイドバーンを擁する初

心者向けコースから、国際大会を行う上級者向けコースまで幅広い利用者が楽しめる多様なコースがそろ

う。一方でスキー人口の減少などに伴い、スキー客数は最盛期の半分以下となっている。 

 近年は、夏に開催されるフジロックフェスティバルや、平標山・苗場山などのトレッキング、紅葉期の

ドラゴンドラなどの存在によりグリーンシーズンの魅力も徐々に高まっているものの、夏季の観光地とし

てのイメージが定着しているとは言い難い。スノーシーズンにおいても、具体的な滞在の魅力や周遊の仕

組みづくりをおこない、明確なブランドイメージと国際的な認知度を高めていくことが課題となってい

る。 
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【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

●初心者から上級者までが楽しめる多様なスキー場 

「苗場」「かぐら」「神立」「岩原」「ガーラ湯沢」「湯沢中里」など、全部で１１のスキー場を有し、初心

者から上級者までが楽しめる多様なコースが魅力である。町全体の観光入込客のうち、半数以上がスキ

ー・スノーボードを目的として訪れている。また、スキー場の多くが東京から２時間圏内とアクセスが

良く、首都圏からの日帰りも可能である。そのアクセスの良さから、首都圏に滞在している雪の降らな

い国からのインバウンド客が初めてのスノー体験を湯沢町で楽しんでいる。また、豊富な積雪と雪質を

誇る苗場スキー場では、1973年に日本で初めてアルペンスキーのワールドカップが開催されており、近

年では 2016年、2020年に開催された。 

 

●秘湯、共同浴場、温泉旅館、足湯などの多様な温泉施設 

東京から新幹線で７０分程の越後湯沢駅周辺には、多くの温泉旅館やホテルが集積している。また、町

中心地から車で２０分ほどの場所にある貝掛温泉は、文献上は室町時代から続く歴史ある名湯として知

られ、戦国時代は上杉謙信の隠れ湯として、江戸時代からは「目の温泉」として親しまれてきた。町内

にはその他にも複数の共同浴場や足湯施設が充実している。 

 

●家族で楽しめる夏季のアクティビティ 

一部のスキー場では、人工の専用マットを敷いたサマーゲレンデを提供している。また、自然の森林を

活用したアスレチックを楽しめる「フォレストアドベンチャー・湯沢中里」や、気軽に渓流釣りができ

る「湯沢フィッシングパーク」の他、カヤック、ＳＵＰ、グランピングなど、主に家族連れが楽しめる

施設が充実している。 

 

●雪国の歴史 

湯沢町歴史民俗資料館「雪国館」では、雪国湯沢の暮らしぶりや歴史を中心とした展示と、川端康成の

小説「雪国」の世界を様々な展示で紹介している。また、雪国の知恵を活かした貯蔵や発酵を特徴とす

る食文化がある。江戸時代に栄えた三国街道の三俣宿は、本陣と脇本陣三軒を合わせて「四軒（しけ

ん）問屋」と呼ばれている。四軒のうち本陣は跡地しか残っておらず、江戸時代の建物として残存して

いるのは脇本陣・池田家のみである。格式の高い人が宿泊した「上段の間」など、貴重な建造物など見

学することができる。新潟県指定文化財であり、平成３０年（2018年）に町に寄贈されている。 

 

●ドラゴンドラ 

ゴンドラとしては日本最長の 5,481mを誇り、苗場と田代の間を２５分で連絡している。冬はゲレンデ間

の連絡として使われているが、グリーンシーズンも紅葉営業しており、アップダウンを繰り返しながら

迫力ある景色を堪能することができる。 

 

●フジロックフェスティバル 

1999年以降、苗場スキー場で毎年夏に開催されている。（2020年は新型コロナウイルスの影響で延期。）

３日間で延べ 10万人以上が訪れる日本最大級のロックフェスティバルである。 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

大型の温泉旅館やホテルは湯沢神立エリアに集中しており、それ以外のエリアはホテル、民宿、ペンシ

ョンなどが散在している。 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

湯沢町は東京駅からは上越新幹線で約７０分の距離にある他、関越自動車道の湯沢ＩＣや近隣には月夜

野ＩＣもあり、首都圏からのアクセスの良さが特徴である。域内交通は南越後観光バス㈱、ゆざわ魚沼タ

クシー㈱などが路線バスやタクシー等を運行している他、冬季は各スキー場がシャトルバスを運行してい

る。 
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【外国人観光客への対応】 

外国人観光客については、台湾、中国、香港の順に多い。越後湯沢駅改札前にある広域観光情報センタ

ーにて情報案内などを行っているほか、キャッシュレス対応、Wi-fi整備、多言語表記などの整備を随時行

っている。 

 

国内客とインバウンド推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。 

「湯沢町観光客消費支出額調査」、

「湯沢町観光統計」等を元に算出 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 「湯沢町宿泊統計調査」にて収集 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

「湯沢町観光客消費支出額調査」に

て収集 



様式１ 

8 

 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

「湯沢町観光客消費支出額調査」に

て収集 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

Google アナリティクスにより収集 

住民満足度 観光振興に対する地域住民の理解度

を測るため。 

「湯沢町総合計画」を連動し収集 

紹介意向 満足度よりもより実質的でシビアな

評価となるため 

「湯沢町観光客消費支出額調査」に

て収集 

 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
●新規顧客の獲得 

 区域としての特性や観光客の動向は先述の通りである。インバウンドが年々増加してきていたが、

スキー目的の国内客の減少や入込客の季節格差などが課題となっていた。また、歴史のある観光地

であり、比較的多くのリピーターがいるものの、年齢層が上がってきており、ミドル層から若年層

にあたるミレニアル世代（1981年～1996年生まれ）やジェネレーション Z（1997年～2012年生ま

れ）等の新規顧客の需要を取り込むことが課題である。 

 

●入込客の平準化 

近年は、夏に開催されるフジロックフェスティバルや、平標山・苗場山などのトレッキング、紅葉

期のドラゴンドラなどの存在によりグリーンシーズンの魅力も徐々に高まっているものの、夏季の

観光地としてのイメージが定着しているとは言い難い。今後は季節格差を埋めていくことが課題と

なっている。 

 

●国際競争力の高いスノーリゾートに向けた取り組み 

令和２年度から観光庁の「国際競争力の高いスノーリゾート形成促進事業」にエントリーを重ねて

きたが、令和５年度はその対象エリアを南魚沼市にまで拡大し、「湯沢町スノーリゾート形成計画 

～スノーエントリー層に世界一やさしい、多様な山の楽しみ方があふれる身近なスノーリゾート

ECHIGOYUZAWAに向けて～」（以下、「越後湯沢スノーリゾート計画」とする。）を策定し、スキー場

や交通事業者等と一体となった取り組みを進めている。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・ 首都圏から新幹線でも自家用車でもアクセ

スが良い 

・ 標高差があり、初心者向けから上級者向け

の多様なスキー場がある 

・ 平標山、フジロック、紅葉期のドラゴンド

ラ、道の駅など、グリーンシーズンの個性

的なコンテンツも豊富（四季別の需要を取

り込んでいる） 

・ 旅館、ホテル、民宿、ペンションなど多種

多様な宿泊施設がある 

・ 泉質の異なる温泉や歴史のある温泉旅館、

駅周辺に温泉街がある 

弱み（Weaknesses） 

・ 海外での認知度が低い 

・ エリアとしての一体感がなく、周遊しや

すい仕組みがない。 

・ 景観やデザインに配慮した建物や滞在空

間が少なく、リゾートとしての雰囲気が薄

い 

・ 観光を取り巻く環境変化に対応できてい

ない（ＩＴ、ＦＩＴ、環境配慮等） 

・ グリーンシーズンに楽しめる観光地とし

ての印象が薄い 

・ 人材不足（観光施設、観光推進組織、交

通事業者、飲食店等） 
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・ 大地の芸術祭や雪国観光圏などにより広域

魅力も高まっている。 

・ 米や舞茸、苺、トマトなど質の高い農産物

がある（周辺含め） 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

・ 新型コロナ禍を経てのインバウンド復活 

・ アジアからの来訪客は雪と触れ合いたいニ

ーズが高い 

・ 新型コロナウイルスの影響等で新たなライ

フスタイルやテレワークなどが進み、リゾ

ートマンションや二地域居住等のニーズが

高まる可能性がある 

・ スキー場や観光関連組織の改革意識が高ま

ってきている 

脅威（Threat） 

・ 国内スキー人口が減少している 

・ 湯沢町を知らない若年層の増加 

・ 新型コロナウイルスの影響による旅行需

要の変化 

・ 国内外の観光地との競争が激化 

・ 近年温暖化が進んでおり、少雪など気候

の影響を受けやすい 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

子供への教育費や体験費を惜しまない首都圏在住のファミリー層 

○選定の理由 

＜冬季＞ 

町内は幼児の雪遊びから上級者が楽しめるコースまで多彩なゲレンデを有する１１のスキー場の

存在が特徴である。特にワイドバーンの初心者コースや雪遊びエリアなどが充実しており、スキー

経験がない親子でもスノーデビューがしやすい環境が整っている。子供に貴重な体験をさせたいと

考える家族連れ、さらに祖父母も加わった３世代旅行を主な対象とし、首都圏からの近さを生か

す、気軽に何度も訪れたくなるような地域を目指す。 

＜夏季＞ 

夏季営業を行っているスキー場も多く、ゴンドラやロープウェイからの眺望、トレッキング、サ

マースキー、マウンテンバイク等を家族で楽しむことができる。また町内には、カヤック、ＳＵ

Ｐ、グランピング、フォレストアドベンチャー、ゴンドラ・ロープウェイ、川遊びなど、子供がダ

イナミックに自然を楽しめるコンテンツが多く存在している。 

  

○取組方針 

①ファミリー層が安心して滞在できる受け入れ環境整備 

ファミリー層を大切にする観光地として、エリア内の移動の利便性向上や、越後湯沢駅や街並み

の景観整備、バリアフリーの整備、多様な分野（教育、移住、医療）とのネットワークづくりとい

ったハード・ソフト両面の受入環境整備と情報提供を行い、子供から高齢者まで、快適かつ安全に

滞在できる空間・環境づくりを行う。 

 

②ターゲットのニーズを見越した質の高いサービス・商品づくり 

資源に頼るだけでなく、安全で質の高い体験を提供できるスキーインストラクターや登山ガイド

の育成、質の高いサービス、空間・施設、プログラム等を造成する。特に新型コロナウイルスの影

響により、旅行やライフスタイルに対するニーズや価値観は大きく変化している。都心部からの移

動時間が短いこと、オープンエアで楽しめる要素が多いこと、二地域居住やワーケーション等を可

能にするリゾートマンション等を有するといったポストコロナの強みともなりうる特性を活かし、

湯沢町ならではの滞在スタイルを積極的に提案・実現していく。また、消費単価の向上に向け、湯

沢町の景観や食の資源などを活用したコンテンツ造成を行っているが、こうした取り組みも継続し

て行うこととする。 
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○ターゲット層  

ミレニアル世代（1981年～1996年生まれ）とジェネレーション Z（1997年～2012年生まれ）を中心

とした年齢層 

○選定の理由 

観光地としての歴史が深く、リピーターが多く存在しているが、同時にリピーター層の高齢化も進

んでいる。一方で、若年層における湯沢町のイメージが薄くなっている現状が調査結果から分かって

おり、将来にわたって湯沢町を訪れるファンを増やしていくためにも、湯沢町で楽しめること、湯沢

町のイメージを再構築し、若年層を積極的に誘致していく必要がある。現状でも、小中学生を中心と

した合宿利用は、特に民宿にとって大きな需要であり、特にスキー目的の大学生は平日や閑散期の利

用が期待できる重要な層である。 

 

○取組方針 

①若年層マーケティングと戦略的プロモーション 

ミレニアル世代やジェネレーション Zはデジタルネイティブとも言われ、旅行やライフスタイル

に対する価値観も特徴がある。彼らの実態やニーズを把握・分析するとともに、これまでの固定観

念に捉われない効果的なプロモ―ションを行っていく。 

 

②ポストコロナを見据えた新しい合宿の提案 

小中学生等の合宿も多く誘致しているが、コロナ禍においては急激に需要が落ち込んでいる。今

回のコロナをきっかけに、単に密を避けるだけではなく、湯沢町の資源を活用した更なる付加価値

を加えた新しい合宿のあり方を提案していく必要がある。 

 

○ターゲット層（インバウンド） 

・雪に対する憧れが強いスノーエントリー層（主にアジア） 

・子供への教育費を惜しまない中～高所得ファミリー層（主にアジア、欧米） 

○選定の理由 

インバウンドについては特に冬季の誘客をメインに実施する。湯沢町内のスキー場は、特に子供や

初心者向けのコースやエリアも多いこと、公共交通機関でのアクセスが良いといった特性等から、雪

に対する憧れが強い主にアジア圏からのスノーエントリー層や、子供への教育費や体験費の支出を惜

しまないファミリー層、３世代旅行などをターゲットとする。現状でも入り込みの多い台湾、中国、

香港、タイは継続してターゲットとするが、2022年度に冬季北京オリンピックが行われた中国は、今

後さらにウィンタースポーツへの関心が高まり、スキー人口も増加することが予想される。なお、基

本的には個人客を対象とするが、スノーエントリー層向けのプログラム充実や育成システムの高質化

を図る中で、スノーリゾートをフィールドにした教育旅行もターゲットとする。「初めての日本、初

めての雪を体験するなら湯沢町」というポジショニングを構築し、スキー上級者や欧米豪志向が強い

国内の他スノーリゾートとの差別化を図る。一方で、町内にはワールドカップ開催実績のある苗場ス

キー場など、上級者でも楽しめるコースも充実しているため、将来的には欧米豪からの個人旅行者の

ニーズを満たすようなスキー場の整備、食事場所の充実や街中の景観整備も併せて進める。 

 

○取組方針 

基本的には第１ターゲットに対する取り組みと同様であるが、湯沢町スノーリゾート計画に基づ

き、ファミリー層を意識した各スキー場の整備、湯沢町内の受入環境整備、交通結節点での案内窓口

の充実、スキー以外も楽しめるコンテンツの充実などを図っていく。また、今後はインバウンドの満

足度調査なども定期的に実施するとともに、マーケティングに基づく戦略的な情報発信をおこなって

いく（JNTO等とも連携）。これまでも都内のホテルのコンシェルジュを対象に情報提供などを実施

し、首都圏に滞在しているインバウンドの取り込みなどを意識してきたが、今後はさらにタビマエ・

タビナカでの効果的な情報発信などを強化しながら、ジャパンレールパスを持ったインバウンドの誘

客なども図る。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 

「雪国の玄関口 ～“あたたかい”雪がいろどる四季と人～」 

②コンセプトの考え方 ・特に東京からのアクセスの良さに加え、初心者から上級者まで幅広い層が

楽しめる多様なスキー場、様々なタイプの宿泊施設の集積、温泉、紅葉期

のドラゴンドラ、地域とともに作り上げてきたフジロックフェスティバ

ル、質の高い農産物など、湯沢町は常に人の手を入れて山の魅力を引き出

してきた。自然との独自の関係性は冬のみにとどまらず、春・夏・秋も含

めた四季を通じて体験できるものであるが、そのベースは「雪国」として

の歴史と知恵、自然環境にある。 

・すでに先行している雪国観光圏としてのコンセプトをふまえると、湯沢町

はエリア全体の玄関口であり、宿泊滞在拠点でもあるという存在感を発揮

した上で、独自のポジションを築いていくことが重要である。 

・「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。」というフレーズは今でも

実感することができる。しかし、冷たいはずの雪があたたかく感じるの

は、いにしえから旅人を癒してきた湯沢町の「人」のあたたかさがあるか

らである。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

・ 総会、理事会、事業別ワーキングチーム等の開催 

・ 湯沢町の広報誌 

・ ホームページ、ＳＮＳなどのオンラインツール 

・ 事業報告書の作成と公開、関係者間での共有 

・ 理事は月例、総会は年２回の開催 

・ 戦略や各種調査結果、成果報告等をわかりやすい資料で提供 

・ ホームページやＳＮＳでタイムリーな取り組み内容の発信、ＬＩＮ 

Ｅなどを活用したスムーズな情報共有方法の構築 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

湯沢町の観光については、来訪者向けの満足度調査を実施し、湯沢町

の観光全体と項目別の品質管理を行っていくほか、以下について品質管

理を行うものとする。 

・雪国観光圏で実施している認証制度の活用 

雪国観光圏で実施している宿泊施設の品質認証制度である「SAKURA 

QUOLITY」や、雪国ならではの食材を生かした食の認証制度である

「雪国 A級グルメ」等を活用し、町内の宿泊施設や食のレベルアップ

を図っていく。 

・ガイドの品質管理 

現在、湯沢町ではガイドが所属する組織がなく、地域としての品質

管理が行われていないが、次年度以降、ガイド組織を立ち上げること

でフィールドの管理や情報発信とあわせて、ガイド一人一人の見える

化と質の管理を行っていく。また、プロのガイド以外にも各種専門知

識を持った住民にも活躍していただく仕組みを構築する。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

● 観光情報センターの改良と町内案内所のネットワーク強化 

・ 越後湯沢駅にある広域観光情報センターの立地・機能を見直し、よ

り来訪者にわかりやすく、利用しやすい案内所にする。 
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・ 各地区観光協会の支部化に伴い、各地区のオンサイト案内所の必要

性を再検討するとともに、機能の見直しとネットワーク強化を図る。 

 

● プロモーション構造の見直しと戦略策定 

・ これまでのプロモーション手法を見直し、外部組織とも連携した効

果的なプロモーションのあり方や戦略を策定する。 

・ 戦略に基づき、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を見越

したプロモーション手法を導入する。 

・ これまで各地区観光協会が独自に実施してきたプロモーションを新

組織が集約。重複を避け、利用者本位をベースとした情報提供を行

う。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

湯沢町が実施している「湯沢町宿泊統計調査」「湯沢町観光客消費支出額調査」等の情報により実績

を把握。また、インバウンド向けの調査については、なかなか回答件数を伸ばすことができていない

状況であり、今後の課題と考えている。データの精度を上げるとともに、実態を把握するためにも回

答件数の増加を目指している。 

 

【設定にあたっての考え方】 

● 旅行消費額 

「湯沢町観光客消費支出額調査」及び観光統計調査により算出。現在、湯沢町観光戦略会議におい

て算出方法の再検討を行っている。 

 

● 延べ宿泊者数 

「湯沢町宿泊統計調査」より収集する。目標値は新潟県の観光指針である「新潟県観光立県推進行

動計画」に示された数値目標・指標に準じた設定としている。 

 

 

指標項目  
2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

2027 

（Ｒ９） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

  51,859 52,209   52,559   52,909  53,259   53,609   

（ ） （ ） （ ） （3,121） （3,142） （3,162） 

実

績 

43,489 49,375 調査中 
   

（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

1,492   1,510   1,528   1,545   1,563   1,580   

（214） （229） （244） （259） （274） （289） 

実

績 

1,295 1,278 調査中 
   

（ 93） （ 217） （調査中） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

28.8（夏） 

39.0（冬） 

29.8（夏） 

40.0（冬） 

33.0（夏） 

46.0（冬） 

87.5（夏） 

86.8（冬） 

90.0（夏） 

90.0（冬） 

90.0（夏） 

90.0（冬） 

（ ） （ ） （ ） （前年比 100％以上） （前年比 100％以上） （前年比 100％以上） 

実

績 

27.0（夏）

41.2（冬） 

32.1（夏） 

45.7（冬） 

35.5（夏） 

25.1（冬）    

（ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

68.4（夏） 

78.6（冬） 

68.4（夏） 

78.6（冬） 

68.4（夏） 

78.6（冬） 
前年比 

100％以上 

前年比 

100％以上 

前年比 

100％以上 

（ ） （ ） （ ） （前年比 100％以上） （前年比 100％以上） （前年比 100％以上） 

実

績 

75.1（夏） 

74.6（冬） 

71.1（夏） 

82.4（冬） 

69.3（夏） 

77.1（冬）    

（ ） （ ） （ ） 
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● 来訪者満足度 

「湯沢町観光客消費支出額調査」より収集する。これまで、目標値としては調査 7段階評価のうち

「大変満足」とした回答の割合を設定してきたが、令和 7年度調査より「大変満足」「満足」「やや満

足」の 3つを合わせた『満足派』の割合を目標値として設定することとする。現時点でも『満足派』

の割合は 8割を超えていることから、まずは 9割を目指すこととする。 

 

● リピーター率 

「湯沢町観光客消費支出額調査」より収集する。何度も訪れていただきたいものの、長期的視点に

基づくと、新規顧客も積極的に受け入れていく必要がある。そのため、目標値の設定については、横

ばいを軸としつつ、前年度 100％以上の設定とする。 

 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

令和 4年 3月に策定された【湯沢町観光振興計画（2022-2031）】の KPIとの連動性を強化する。令

和 4年度から令和 13年度まで 10年間において町が目指す地域像、観光まちづくりの理念が示されて

おり、地域にとっての観光の役割や位置づけを再認識する等の意義を持つもので、当機構としてもこ

の計画がバイブルとなる。 

 

【設定にあたっての考え方】 

● Webサイトの表示回数 

令和 4年度からデータの取得内容が変更となっている。令和 5年度にホームページの大規模リニュ

ーアル。まずは 140万を目指す。 

 

● 住民満足度 

「湯沢町総合計画策定に向けての町民意識調査」より「湯沢町を住みよい町だと思うか」で「大変

住みやすい」及び「まあ住みよい」の割合。 

 

指標項目  
2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

2027 

（Ｒ９） 

年度 

● Webサイトの

表示回数 

（回） 

目

標 

1,250,000 1,550,000 1,400,000 1,400,000 1,400,000 1,400,000 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

1,064,057 1,391,902 1,393,216    

（ ） （ ） （ ） 

●住民満足度 

（％） 

目

標 

80.0 80.0 80.0   80.0   80.0   80.0 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

   
   

（ ） （ ） （ ） 

●紹介意向 

（％） 

目

標 

33.7（夏） 

44.2（冬） 

34.7（夏） 

45.2（冬） 

35.7（夏） 

46.2（冬） 

86.7（夏） 

85.5（冬） 

90.0（夏） 

90.0（冬） 

90.0（夏） 

90.0（冬） 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

26.2（夏） 

42.8（冬） 

31.1（夏） 

45.9（冬） 

32.5（夏） 

26.4（冬）    

（ ） （ ） （ ） 
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● 紹介意向 

紹介意向については、これまで、目標値としては調査 7段階評価のうち「とても紹介したい（大変

そう思う）」とした回答の割合を設定してきたが、令和 7年度調査より「とても紹介したい（大変そう

思う）」「紹介したい（そう思う）」「まあ紹介したい（やや思う）」の 3つを合わせた『紹介意向あり』

の割合を目標値として設定することとする。現時点でも『紹介意向あり派』の割合は 8割を超えてい

ることから、まずは 9割を目指すこととする。 
 

 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2022（Ｒ４） 

年度 

143,409,088 円 

（実績） 

受取会費 18,432,807円 

事業収益 7,827,394円 

受託事業 4,764,726円 

指定管理事業 14,708,160円 

受取補助金 95,893,405円 

受取負担金 1,687,260円 

雑収益 95,336円 

2023（Ｒ５） 

年度 

132,900,890 円 

（実績） 

受取会費 25,439,407円 

事業収益 8,546,637円 

受託事業 5,507,761円 

指定管理事業 14,093,670円 

受取補助金 76,058,173円 

受取負担金 2,891,344円 

雑収益 363,898円 

2024（Ｒ６） 

年度 

151,351,793 円 

（実績） 

受取会費 25,752,782円 

事業収益・受託事業 30,217,162円 

指定管理事業 18,395,841円 

受取補助金 72,180,717円 

受取負担金 4,444,377円 

雑収益 360,914円 

2025（Ｒ７） 

年度 

156,721,000 円 

（予算額） 

受取会費 28,400,000円 

事業収益・受託事業 21,983,000円 

指定管理事業 17,868,000円 

受取補助金 87,265,000円 

受取負担金 1,170,000円 

雑収益 35,000円 

2026（Ｒ８） 

年度 

157,100,000 円 

（見込） 

受取会費 28,500,000円 

事業収益・受託事業 21,500,000円 

指定管理事業 18,000,000円 

受取補助金 88,000,000円 

受取負担金 1,000,000円 

雑収益 100,000円 
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2027（Ｒ９） 

年度 

157,100,000 円 

（見込） 

受取会費 28,500,000円 

事業収益・受託事業 21,500,000円 

指定管理事業 18,000,000円 

受取補助金 88,000,000円 

受取負担金 1,000,000円 

雑収益 100,000円 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2022（Ｒ４） 

年度 

138,550,034 円 

（実績） 

 

観光産業強化・基盤整備事業 14,177,260 円 

新型コロナ対策事業 873,400円 

魅力づくり・受入環境整備事業 41,348,394円 

旅行業 102,050円 

指定管理事業 14,020,882円 

案内所運営事業 6,989,731円 

受託事業 890,429円 

収益事業 710,466円 

支部事業 10,279,526円 

事務局運営事業 42,468,307円 

2023（Ｒ５） 

年度 

127,473,914 円 

（実績） 

情報発信 9,098,650円 

組織づくり・基盤整備 200,797円 

冬季観光・交通インフラ 7,657,377 円 

通年型観光・プロモーション 9,620,348 円 

受入環境整備・自然環境保全 7,359,337 円 

指定管理事業 13,893,216円 

案内所運営事業 3,885,607円 

受託事業・収益事業 4,760,513円 

支部事業 15,510,692円 

事務局運営事業 55,487,377円 

2024（Ｒ６） 

年度 

147,371,929 円 

（実績） 

情報発信 7,082,469円 

組織づくり・基盤整備 200,355円 

冬季観光・交通インフラ 9,354,583 円 

通年型観光・プロモーション 13,603,149 円 

受入環境整備・自然環境保全 6,013,659 円 

指定管理事業 18,933,049円 

案内所運営事業 3,648,653円 

受託事業・収益事業 12,599,010円 

支部事業 16,935,869円 

イベント事業 9,331,998円 

事務局運営事業 49,669,135円 

2025（Ｒ７） 

年度 

156,721,000 円 

（予算額） 

マーケティング 10,453,000円 

情報発信 7,858,000円 

冬季観光・交通インフラ 3,960,000 円 

通年型観光・プロモーション 9,085,000 円 

受入環境整備・自然環境保全 1,000,000 円 

指定管理事業 17,868,000円 

案内所運営事業 4,560,000円 

受託事業・収益事業 5,440,000円 
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支部事業 17,000,000円 

イベント事業 10,000,000円 

事務局運営事業 69,497,000円 

2026（Ｒ８） 

年度 

157,100,000 円 

（見込） 

マーケティング 10,500,000円 

情報発信 8,000,000円 

冬季観光・交通インフラ 4,000,000 円 

通年型観光・プロモーション 9,000,000 円 

受入環境整備・自然環境保全 1,000,000 円 

指定管理事業 18,000,000円 

案内所運営事業 4,500,000円 

受託事業・収益事業 5,100,000円 

支部事業 17,000,000円 

イベント事業 10,000,000円 

事務局運営事業 70,000,000円 

2027（Ｒ９） 

年度 

157,100,000 円 

（見込） 

マーケティング 10,500,000円 

情報発信 8,000,000円 

冬季観光・交通インフラ 4,000,000 円 

通年型観光・プロモーション 9,000,000 円 

受入環境整備・自然環境保全 1,000,000 円 

指定管理事業 18,000,000円 

案内所運営事業 4,500,000円 

受託事業・収益事業 5,100,000円 

支部事業 17,000,000円 

イベント事業 10,000,000円 

事務局運営事業 70,000,000円 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
湯沢町においては、観光自主財源（宿泊税）の導入を目指す方針が示されている。 

（https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC123180S4A610C2000000/）※日本経済新聞の記事より 

令和６年度は町内各地で説明会が行われたほか、当機構の理事会や大規模施設との連携会議の際にも

行政からの説明等が行われ、議論を深めている。また、令和 7年度からは観光自主財源（宿泊税等）

など、町全体に係る重要事項等について審議する場面が増えたことから、町長出席のもと、町との意

見交換の時間を理事会の際に設けている。 

指定管理に関しては、町歴史民俗資料館の管理運営業務のほか、（一財）湯沢町総合管理公社と「湯

沢まちづくり管理グループ」を設置し、連携して町共同浴場の指定管理業務を担っている。 

共通リフト券の造成やイベント開催時の出店料収入など、事業収益の拡大を図っている。 

 
 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

湯沢町は、一般社団法人湯沢町観光まちづくり機構を湯沢町における地域ＤＭＯとして登録したいの

で一般社団法人湯沢町観光まちづくり機構とともに申請します。 

 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 
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地域連携ＤＭＯである雪国観光圏とは令和３年３月に観光庁、北陸信越運輸局、新潟県観光協会と

ともに当機構の登録に関しての意見交換を行った今後も定期的に雪国観光圏（地域連携ＤＭＯ）及び

隣市の（一社）南魚沼市観光協会（地域ＤＭＯ）とは意見交換を行うこととしている。 

 

【区域が重複する背景】 

雪国観光圏は、湯沢町を含む３市３町１村で構成されている。８千年の雪国の歴史の中で培われて

きた暮らしと文化を活かした取り組みは、エリア全体のブランド醸成につながっており、一定の評価

を受けている。一方で、雪国観光圏の玄関口であり、宿泊拠点でもある湯沢町においては、雪国観光

圏の考え方が十分認識・浸透しているとはいえないのが実情であることから、地域ＤＭＯが中心とな

ってその理念を市町村単位でも共有していく必要がある。 

 

【重複区域における、それぞれの DMOの役割分担について】 

町内には、スキー場として国際的にも知名度のある苗場エリアや、越後湯沢温泉エリア、グリーン

シーズンも多くの来訪者が訪れる土樽エリアなど、個性豊かな３つのエリアがあり、（一社）湯沢町

観光まちづくり機構の他に１２の地区別観光協会がある。各組織は精力的な取り組みを行いつつも、

プロモーションやキャンペーンを中心とした取り組みを重複して行うなど、必ずしも来訪者目線での

効果的な取り組みを行えていなかったことから、地域ＤＭＯは主に湯沢町内の観光地域づくりを推進

していく。一方、雪国観光圏は、各市町村内個別の観光協会のフォローまで行うことは難しいことか

ら、エリアとして８千年の雪国の歴史の中で培われてきた暮らしと文化を活かした取り組みを引き続

きエリア全体として進めることで、この地域全体のブランド醸成につなげていく。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

雪国観光圏の重要な位置づけでもある湯沢町が雪国観光圏の理念を共有し、さらなる取り組みの連

携強化により、魅力的なエリアになっていくためにも、湯沢町内の観光推進組織の中核を担う組織

（一般社団法人湯沢町観光まちづくり機構）が地域ＤＭＯとなり、自らがイノベーションを起こして

いく。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 貝瀬 健太 

担当部署名（役職） 事務局次長 

郵便番号 949-6101 

所在地 新潟県南魚沼郡湯沢町湯沢 2-1-4 

電話番号（直通） 025-785-5505 

ＦＡＸ番号 025-785-5333 

Ｅ－ｍａｉｌ kaise@e-yuzawa.gr.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 湯沢町 

担当者氏名 富沢 雅文 

担当部署名（役職） 企画産業観光部長 

郵便番号 949-6192 
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所在地 新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立 300番地 

電話番号（直通） 025-784-4850 

ＦＡＸ番号 025-784-3582 

Ｅ－ｍａｉｌ t-masahumi@town.yuzawa.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
新潟県南魚沼郡湯沢町
【設立時期】 平成23年8月（令和3年4月名称変更）
【設立経緯】 ③ 区域の観光協会がＤＭＯに移行
【代表者】 代表理事 岡 淳朗
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 事務局次長 貝瀬 健太
【財務責任者（ＣＦＯ）】 事務局次長 貝瀬 健太
【職員数】 10人（常勤10人（正職員10人・臨時職員0人・出向0人））
【主な収入】
受取会費 25.8百万円、事業収益・受託事業 30.2百万円
指定管理 18.4百万円、補助金 72.1百万円、他4.8百万円（R6決算）
【総支出】
観光振興事業費 36.4百万円、その他事業費 44.4百万円
一般管理費 66.6百万円（R6決算）
【連携する主な事業者】
町内各地区観光協会、湯沢町スキー場振興協議会（各スキー場）
湯沢町商工会、（一財）湯沢町総合管理公社、（一社）雪国観光圏
（一社）南魚沼市観光協会

項目
2022

（R4）年度
2023

（R5）年度
2024

（R6）年度
2025

（R7）年度
2026

（R8）年度
2027

（R9）年度

旅行
消費額

(百万円)

目標
51,859 52,209 52,559 52,909 53,259 53,609
（ ） （ ） （ ） （3,121） （3,142） （3,162）

実績
43,489 49,375 調査中

― ― ―
(  ) (  ) (  )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
1,492 1,510 1,528 1,545 1,563 1,580
（214） （229） （244） （259） （274） （289）

実績
1,295 1,278 調査中

― ― ―
(93) （217) (調査中)

来訪者
満足度

(％)

目標

28.8(夏)

39.0(冬)

29.8(夏)

40.0(冬)

33.0(夏)

46.0(冬)

87.5(夏)

86.8(冬)

90.0(夏)

90.0(冬)

90.0(夏)

90.0(冬)

(  ) ( ) ( )
（前年比100％

以上）
（前年比100％

以上）
（前年比100％

以上）

実績
27.0(夏)

41.2(冬)

32.1(夏)

45.7(冬)

35.5(夏)

25.1(冬) ― ― ―
(  ) ( ) (  )

リピーター率
(％)

目標

68.4(夏)

78.6(冬)

68.4(夏)

78.6(冬)

68.4(夏)

78.6(冬)

前年比
100％以上

前年比
100％以上

前年比
100％以上

(  ) (  ) ( )
（前年比100％

以上）
（前年比100％

以上）
（前年比100％

以上）

実績
75.1(夏)

74.6(冬)

71.1(夏)

82.4(冬)

69.3(夏)

77.1(冬) ― ― ―
(  ) ( ) ( )

※（ ）内は外国人に関するもの。記入日： 令和7年7月30日

【主なターゲット】（第1ターゲット層）
子供への教育費や体験費を惜しまない首都圏
在住のファミリー層
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
①ファミリー層が安心して滞在できる受け入れ
環境整備
②ターゲットのニーズを見越した質
の高いサービス・商品づくり
【観光地域づくりのコンセプト】
雪国の玄関口
～“あたたかい”雪がいろどる四季と人～

【観光資源の磨き上げ】
・イレブン事業（共通リフト券造成事業）
湯沢・南魚沼エリアのスケールメリットを
活かした、行政域を越えたプロジェクトとし
て、「湯沢・南魚沼エリア」共通リフト券の造
成を進め、地域のポテンシャルを最大限に
発揮する。
エリア内には18のスキー場（湯沢町11ス
キー場、南魚沼市7スキー場）が集積しており、エリア全体での連携を通じて、地域のブランド力
向上につなげ、国際競争力の高いスノーリゾートの維持発展につなげていく。

（登録） 【地域ＤＭＯ】一般社団法人湯沢町観光まちづくり機構 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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